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水俣市雨水管理方針策定業務委託 プロポーザル実施要領 

 

 

 

１．業務概要 

 

（１） 業務名 

水俣市雨水管理方針策定業務 （以下「本業務」という） 

 

（２） 業務目的 

 本市の治水対策は、近年の雨の降り方の局地化・集中化・激甚化や都市化の進展に伴い、今後

さらなる治水対策の推進が求められている。しかし、その実施に際しては、「再度災害の防止」に

加え、「事前防災・減災」、「選択と集中」等の観点から、地区別の浸水リスクを適切に評価し、雨

水整備の優先度の高い地域を中心に浸水対策を推進していく必要がある。 

 このような背景を踏まえ、本市では今後、浸水対策を実施するうえで、当面・中期・長期に渡

る浸水対策を実施すべき区域や目標とする整備水準、施設整備の方針等の基本的な事項を定める

「雨水管理総合計画」の策定を行うものとし、本業務では、雨水管理総合計画のうち雨水管理方

針の策定を目的とする。 

 

（３） 業務内容 

別紙１「水俣市雨水管理方針策定業務委託 基本仕様書」のとおり 

 

（４） 履行場所 

水俣市 市内一円 （水俣市公共下水道区域内） 

 

（５） 履行期間 

契約締結の日から 令和４年３月２１日（月）まで 

 

（６） 提案上限額 

１７，７３１千円 （消費税及び地方消費税相当額を含む）を上限とする。 

 

（７） 業者選定の方法 

公募型プロポーザル方式 

 … 公募を受け書類審査及びプレゼンテーション（以下「審査会」という）への参加資格を

  満たす者を選定（以下「参加者」という）し、参加者に対して「技術提案書」の提出を求

  め、これらの内容が本業務の履行に最も適した者を契約候補者として特定する。 

 … 本件の公募型プロポーザルに伴う説明会等は実施しない。 

 

（８） 業務実施上の留意点 

 審査会への技術提案の内容は、契約候補書を特定するために求めるものであり、本業務の具体

的な内容や成果品の一部を求めるものではない。 

 また、本業務の実施過程における協議等において、本業務内容等が変更されることがある。 

 

 

２．参加資格要件 

 

① 本市が行う令和３・４年度水俣市工事入札参加資格審査（測量・建設コンサルタント等）に 
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 申請し、有資格業者名簿に登録されている者であること。 

② 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項各号の規定に該当しな 

 い者であること。 

③ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第１７条の規程による更生手続の開始の申立て又 

 は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）第２１条の規定による再生手続の開始の申立てが 

 なされた場合は、それぞれ更生計画の認可決定又は再生計画の認可決定がなされていること。 

④ 水俣市暴力団排除条例第１０条の規定に該当しないこと。 

⑤ 参加表明書提出期限日時点において、本市の工事請負及び委託契約に係る指名停止等の措置 

 を受けている期間中でないこと。 

⑥ 過去に本市との契約において、違反又は不誠実な行為を行った者であって、契約の相手方と 

 して不適当と市長が認めるものでないこと。 

⑦ 日本国内で地方自治体又は日本下水道事業団が委託した雨水管理総合計画又は類似の基本計 

 画に関する業務（以下「同種業務」という）を、平成２３年度以降から参加表明書の提出日ま 

 でに履行完了した実績があること。 

⑧ 業務全般に責任を持つ管理技術者及び業務の主たる担当者については、雨水管理総合計画又 

 は類似業務の担当実績を有し、かつ技術士の（総合技術監理部門：下水道）若しくは（上下水 

 道部門：下水道）又はＲＣＣＭ（下水道部門）を取得している者を配置できること。 

 

 

３．担当課及び関係書類の提出先 

 

〒８６７－８５５５  熊本県水俣市陣内一丁目１番１号 

  水俣市上下水道局 上下水道工務課（下水道工務係） 

   電話 ０９６６－６１－１６２６（直通） 

   FAX ０９６６－６１－１２２１ 

   電子メール  jogekomu@city.minamata.lg.jp 

 

 

４．手続等スケジュール 

 

内 容 期 間  又は  期 日 摘 要 

① 公募の公開 令和３年  ９月２４日（金）から ホームページにて掲載 

② 参加表明書等の提出 令和３年 １０月 ４日（月）まで 持参又は郵送による提出 

③ 参加資格決定の通知 令和３年 １０月 ７日（木）まで 電子メールによる通知 

④ 質問書の提出 令和３年 １０月１２日（火）まで 持参及び電子メールによる提出 

⑤ ④に対する回答 令和３年 １０月１５日（金）まで 電子メールによる回答 

⑥ 技術提案書等の提出 令和３年 １０月２９日（金）まで 持参による提出 

⑦ 審査会 

（書類審査、プレゼンテーション） 
令和３年 １１月上旬 予定 

本市にて行う 

（場所未定） 

⑧ 審査結果の通知 令和３年 １１月上旬 予定 電子メールによる通知 

 ※１ 持参により提出する場合は、開局日の９時から１６時までとする。 

 ※２ 電子メールにより提出する場合は、期限日までの１６時までとする。また、添付する提出書類は

   ＰＤＦ形式とし、送信後には必ず電話での着信確認を行うこと。 

 ※３ 参加表明した者は、その後の電子メール受信後には必ず受信確認のメール返信を行うこと。 
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５．公募の公開 

 

 本件に関するプロポーザル実施要領及び関係書類については、水俣市上下水道局ホームページ

に掲載する。 

 

 

６．参加表明書等の提出 

 

 参加を希望する者は、以下のとおり「参加表明書」及びその他の必要書類を、持参又は郵送に

より期限までに提出すること。 

 

（１） 提出書類 

 ア 参加表明書   （様式第１号） １部 

 イ 同種業務実績調書  （様式第２号） １部 

 ウ 同種業務の実績を証する書類 （任意様式） 各１部 

    … 提出した書類で実績判断できない場合は、追加資料の補完を求める場合がある。 

 

（２） 留意事項 

 様式への記載事項については、参加表明書提出時点とすること。 

 

 

７．参加資格の決定及び通知 

 

 参加表明書を提出した全ての者に対して、参加資格の審査結果を電子メールにより通知する。

この場合において、参加資格がないと認めた参加者に対しては、その理由を付記して通知する。 

 なお、参加者には審査会に参加者名として使用する英文字を併せて通知する。その後の提出資

料については、指定する箇所以外はその英文字を使用することとし、添付する資料において会社

名が特定できるものについては、原本に添付するもの以外は分からないように処理しておくこと。 

 

 

８．仕様書等に対する質問 

 

 仕様書等に対する質問がある場合は、質問書（様式第３号）に必要事項を記載し、持参又は電

子メールにより期限までに提出すること。（簡易なものは除く） 

 なお、質問ができるのは参加表明書の提出者とし、質問書に対する回答書は、参加者全てに電

子メールにて提供する。 

 

 

９．技術提案書等の提出 

 

 ７の通知による参加者は、審査会に参加することとし、次に定める方法に従い、技術提案書等を

持参により期限までに提出すること。 

 

（１） 提出書類 

 ア 技術提案書等提出書 （様式第４号） 原本１部 

 イ 技術提案書等表紙 （様式第５号） 原本１部、写し６部 

 ウ 会社概要等  （様式第６号） 原本１部、写し６部 
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 エ 業務実施体制書 （様式第７号） 原本１部、写し６部 

 オ 管理技術者経歴書 （様式第８号） 原本１部、写し６部 

 カ 担当技術者経歴書 （様式第９号） 原本１部、写し６部 

 キ 概算見積書  （任意様式） 原本１部、写し６部 

 ク 技術提案書  （任意様式） 原本１部、写し６部 

 

  … 項目内訳記載（別紙１「水俣市雨水管理方針策定業務委託 基本仕様書」によ

   る作業内容、任意様式） 

 

 ※１ 各書類の用紙規格は、Ａ４及びＡ３とすること。 

 ※２ ア～クの原本は、綴じずに提出すること。 

 ※３ イ～クの各写しについては、会社名を特定できないよう処理したうえで、イ～クの順にまとめ左

   側二箇所をホッチキス止めしたものを一部とし、指定部数提出すること。 

 ※４ 概算見積書の金額は、税込み（１０％）で１の（６）に定める金額以内とする。この金額を超え

   ている参加者は失格とする。 

 ※５ 様式への記載事項については、参加表明書提出時点とすること。 

 

（２） 技術提案書作成の留意事項 

 技術提案書は次の事項に留意して作成し、確実に実施することができる内容で、かつ本業務目

的の達成に十分に寄与できる内容とすること。 

 ア 実施方針、業務フロー、工程表をＡ４版（縦置）とし各１枚で記載すること。 

 イ 以下の特定テーマに関する提案を、Ａ４版（縦置）とし２枚以内で記載すること。 

 ウ 文章を補完するためのイメージスケッチ、写真等は使用してよい。 

 エ 技術提案書の文字の大きさは１０ポイント以上とするが、使用する図表についてはその 

  限りとせず、見やすいものとすること。 

 オ 提出後の技術提案書の訂正、追加及び再提出は原則認めない。 

 

【特定テーマ】 

 効率性及び公平性を勘案した最適な雨水整備の優先順位設定や整備基本方針 

 

 本市は、昭和５０年の公共下水道事業着手時より、雨水幹線管渠及び雨水ポンプ場の整備を進

めているところであり、現在、一定の整備水準を確保した基幹施設が配備されている。 

 一方、近年の気象変動に起因する局地的大規模豪雨の頻発や都市開発による土地利用の変化等

から、市域における雨水流出量の増大が重要な問題となっている。 

 これら本市の地域特性及び整備実態を踏まえたうえで、本市における効率性及び公平性を勘案

した最適な雨水整備の優先順に設定や整備基本方針について、企画提案を求めるものである。 

 

 

１０．審査会による契約候補者の特定 

 

 契約候補者の特定については、参加者から提出された技術提案書等を基に本市が設置する「水

俣市雨水管理方針策定業務委託に関する審査委員会」（以下「審査委員会」という）において行う。

  

（１） 審査会 

 ア 参加者の中から契約候補者を特定するため、審査会を開催する。参加者が１者の場合で

  あっても行うこととする。 

 イ 契約候補者の特定まで至らない場合には再度公告し、参加表明書等の提出期限を延長す

  る。この場合、必要に応じてスケジュールの変更を行うものとする。 
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 ウ 審査会は非公開とする。 

  エ 書類審査で足りると審査委員会の長が判断したときや新型コロナウイルス感染症対策へ

  の対応のために、プレゼンテーションを実施しない場合もある。その場合は、参加者へ別

  途通知する。 

 

（２） 審査に伴うプレゼンテーションの実施 

 ア 日時等詳細については、別途参加者に通知する。なお、プレゼンテーションの順番は、

  技術提案書の受付順とする。 

 イ 出席者は３名以内とし、本業務の配置予定管理技術者は原則出席するものとする。 

 ウ プレゼンテーションは１者２０分以内とし、その後審査委員による１０分程度のヒアリ

  ングを行う。 

 エ プロジェクター等の機材の使用は認めるが、スクリーン及び延長コード以外は全て参加

  者側で持参すること。 

 オ 提案書に記載した内容以外の追加は認めない。 

 カ プレゼンテーションを正当な理由なく欠席した場合は、失格とする。ただし、審査委員

  会がやむを得ないと認める理由により欠席した場合で、プロポーザル手続きに支障のない

  範囲でプレゼンテーションを実施できるときは、再度審査委員会が指示した日時において

  プレゼンテーションを行うものとする。 

 

（３） 審査項目、配点及び審査基準 

 別紙２「水俣市雨水管理方針策定業務委託 審査項目、配点及び審査基準」のとおり。 

 

（４） 契約候補者の特定 

 ア 参加者の中から審査委員会の審査により、評価点の合計点が最も高い提案者（以下「最

  高得点者」という）を契約候補者として特定する。 

 イ 最高得点者が辞退その他の理由で契約交渉ができない場合は、次点の者を契約候補者と

  する。 

 ウ 審査の結果、最高得点者が２者以上ある場合は、審査委員会で協議し、契約候補者及び

  次点の契約候補者を特定する。 

 エ ア、イ、ウのいずれかの場合においても、評価点が６割に満たない者は、原則として契

  約候補者として特定しない。 

 

（５） 審査結果の通知及び公表 

 ア 全ての参加者に対して、審査会の結果を電子メールにより通知する。審査結果に関する

  問合せや異議は一切受付けない。 

 イ 契約候補者を特定した場合は、結果（契約候補者の商号及び評価点、その他参加者の評

  価点）について、水俣市上下水道局ホームページにより公表を行うものとする。 

 

 

１１．契約手続 

 

 特定した契約候補者と速やかに業務内容の詳細等を協議し、契約額及び仕様書を定め、契約の

締結を行うものとする。 

 契約候補者と契約に至らない場合、次点者と契約交渉を行うものとする。 

 

 

１２．その他 
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（１） 辞退 

 参加表明後に都合により辞退を申し出る場合は、その旨を書面（様式は任意）で提出すること。 

 

（２） 失格 

 次のいずれかに該当する場合は、参加者として認められないもの（失格）とする。 

 ア 提出期限までに参加表明書等及び提案書等を提出しなかった場合 

 イ 提出書類に虚偽の記載があった場合 

 ウ 著しく信義に反する行為を起こした場合 

 エ 契約を履行することが困難と認められる状態に至った場合 

 オ 審査の公平性に影響を与える行為があった場合 

 カ 他の提案者の協力者であった場合 

 キ １の（６）に定める金額を超えて概算見積書を提出した場合 

 ク 参加者となった後に、２に規定する参加資格を満たさなくなった場合 

 

（３） 参加表明書等に関する事項 

 ア 提出物の作成及び提出並びにプレゼンテーションに係る費用は、提出者の負担とする。 

 イ 提出物は返却しない。なお、水俣市情報公開条例（平成１２年９月２６日条例第３９号）

  の規定により、開示する場合がある。 

 ウ 提出物は、参加資格の確認及び提案内容の評価以外 に提出者に無断で使用しない。 

 エ 提出期限後における提出物の追加及び差替え並びに再提出は原則認めない。ただし、

  事務局より補足資料を求められた場合は除く。 

 オ 本業務の実施に当たって、提出書類に記載された管理技術者等の配置予定者は、原則と 

  して履行が完了するまで変更できないものとする。 

 カ 提出された概算見積金額は、本業務の業務規模以内で業務実施が可能かどうかを判断す

  るためのものであり、契約額を決めるものではない。 

 キ 別紙１「水俣市雨水管理方針策定業務委託 基本仕様書」は本業務のあらましを示すも 

  のであり、業務内容の詳細については契約候補者と協議し、本業務の仕様書を作成するも

  のとする。 

 

 

 

＜参考＞ 関係書類 

 別紙１  水俣市雨水管理方針策定業務委託 基本仕様書 

 別紙２  水俣市雨水管理方針策定業務委託 審査項目、配点及び審査基準 

 様式第１号 参加表明書 

 様式第２号 同種業務実績調書 

 様式第３号 質問書 

 様式第４号 技術提案書等提出書 

 様式第５号 技術提案書等表紙 

 様式第６号 会社概要等 

 様式第７号 業務実施体制書 

 様式第８号 管理技術者経歴書 

 様式第９号 担当技術者経歴書 

 


